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今月の

今年から「西大塚きゅうり団地」できゅうりの栽培をしています。何か新

しいことに挑戦してみたいと思い始めました。「きゅうり部会」の

方々やＪＡ担当者の皆さんに教えていただき、収穫に向けて勉

強の日々です。農業を始めたいと考えている方、「きゅ

うり団地」で一緒にきゅうり作りをする仲

間を待っています！

置賜管内で活躍する若手の組合員や職員を

紹介するコーナーです。

就農１年目 きゅうり農家

おきたま

女子

遠藤 安寿香（えんどう あすか）
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山
形
県
置
賜
地
方
は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の

生
産
量
日
本
一
の
産
地
で
す
。ブ
ド
ウ
農

家
は
３
月
下
旬
か
ら
ハ
ウ
ス
の
被
覆
作

業
が
始
ま
り
、
６
月
下
旬
〜
９
月
に
か
け

て
収
穫
期
を
迎
え
ま
す
。

　

デ
ラ
ウ
ェ
ア
は
小
さ
め
の
粒
で
甘
み

と
酸
味
が
ほ
ど
良
く
、
弾
力
の
あ
る
食
感

が
特
徴
で
す
。今
年
も
質
の
良
い
デ
ラ
ウ

ェ
ア
が
出
荷
さ
れ
て
お
り
、
旧
盆
前
の
出

荷
最
盛
期
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
７
月
７
日
、Ｊ
Ａ
た

か
は
た
支
店
で
デ
ラ
ウ
ェ
ア
販
売

対
策
決
起
集
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

決
起
集
会
で
は
、「
数
量
・
品
質

ナ
ン
バ
ー
１
の
プ
ラ
イ
ド
！
全
国

に
届
け
る
『
お
き
た
ま
の
宝
デ
ラ

ウ
ェ
ア
』」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
販
売
数
量
２
１
４
８
㌧
、
販
売

金
額
15

億
９
８
０
０
万
円
の
達
成

を
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。「
ぶ
ど

う
振
興
部
会
」
の
小
林
茂
則
部
会

長
は
「
今
年
も
厳
選
さ
れ
た
高
品

質
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
安
定
出
荷
と
持

続
可
能
な
ブ
ド
ウ
産
地
の
形
成
を

目
指
し
て
努
力
し
て
い
く
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

おきたま産デラウェア
出荷最盛期に向けて

「山形おきたま産」デラウェア販売対策決起集会

園芸事業
おきたま会総会

市場との連携強化

出荷目ぞろえ会

出荷規格の統一

Ⅰ

特 集

初出荷出発式

首都圏に向けて
初出荷！

出荷最盛期！

5/18

6/23

７月

８月
中旬
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Ｊ
Ａ「
ぶ
ど
う
振
興
部
会
」
は
７

月
10

日
と
26

日
の
計
２
回
、
置
賜

地
域
全
体
の
出
荷
規
格
目
ぞ
ろ
え

会
を
開
き
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
担
当
者

か
ら
現
在
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
選
果

状
況
に
つ
い
て
、「
出
荷
数
量
は

徐
々
に
伸
び
て
い
る
。
厳
選
出
荷

を
継
続
す
る
た
め
、
品
質
や
出
荷

規
格
を
改
め
て
確
認
し
よ
う
」
と

呼
び
掛
け
ま
し
た
。
目
ぞ
ろ
え
会

で
は
着
色
や
粒
ぞ
ろ
い
を
中
心
に

規
格
の
確
認
が
行
わ
れ
、
部
会
員

ら
は
現
物
を
手
に
取
り
な
が
ら
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

デラウェア出荷規格目ぞろえ会
本格出荷に向けて規格を確認

　

当
Ｊ
Ａ
は
８
月
５
日
と
６
日
の

２
日
間
、
愛
知
県
の
ア
ピ
タ
名
古

屋
空
港
店
で
、「
２
０
２
３
山
形
お

き
た
ま
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し

た
。「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」と「
上
杉
ま
め
」

の
販
売
や
試
食
提
供
、
や
ま
が
た

愛
の
武
将
隊
に
よ
る
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
Ｊ
Ａ
の
若
林
英
毅
組
合
長
が

「
ご
来
場
の
皆
様
に
は『
デ
ラ
ウ
ェ

ア
』と『
上
杉
ま
め
』を
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
「
お
き
た
ま
デ
ラ

ウ
ェ
ア
の
甘
く
て
弾
力
の
あ
る
食

感
に
驚
い
た
。
お
土
産
に
購
入
し

た
い
」な
ど
、好
評
を
得
ま
し
た
。

2023山形おきたまフェア開催！

　

当
Ｊ
Ａ
は
８
月
２
日
に
Ｊ
Ａ
南

陽
支
店
で
「
第
29

回
デ
ラ
ウ
ェ
ア

品
評
会
」
を
開
き
ま
し
た
。２
㌔
秀

Ｌ
規
格
29

点
の
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」
が

出
品
さ
れ
、
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀

賞
６
点
、
努
力
賞
５
点
が
選
ば
れ
、

最
優
秀
賞
に
は
高
畠
町
の
四
釜
昌

和
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
審
査

委
員
長
を
務
め
た
山
形
県
置
賜
総

合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課
の
今
野

勉
課
長
は
「
今
年
は
高
温
の
影
響

に
よ
り
、
栽
培
管
理
に
非
常
に
苦

労
さ
れ
た
と
思
う
が
、
い
ず
れ
の

出
品
物
も
レ
ベ
ル
が
高
く
、
す
ば

ら
し
い
仕
上
が
り
だ
っ
た
」
と
講

評
し
ま
し
た
。

第29回デラウェア品評会
優秀なデラウェア出揃う

おきたまの農産物をＰＲ
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��� 【原則】一番近くの安全な場所で待機

���������
�����������������������������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������

○出勤・帰宅ルール

�� �����

��� 【原則】事務所内待機

��� 【原則】自宅待機（極力連絡をとれる状態に）

�� 従業員数×7日分 その他： 毛布 5枚

����� 5個 その他：

○備蓄品の状況

��� ２セット その他： 簡易トイレ 20セット

��� 2L×20本 その他： 懐中電灯 5個

���� ��� ���� ���

������ ���������� 社長  ①現状把握（発生～36時間以内）

　・作物、ほ場、用排水の被害確認

　・農業機械の被害確認

　・対応可能従業員の安否確認

 ②作業準備（発生～42時間以内）

【栽培管理時期の場合】

　・従業員への指示

　・取引先○○への現状報告

　・[移植・播種用]苗、田植機、播種機の準備

　・[防除用]農薬、防除機の準備

　・[追肥用]肥料、施肥機の準備

【収穫時期の場合】

　・従業員への指示

　・取引先○○への現状報告

　・[収穫用]収穫機、保管場所の確保

　・[乾燥調製用]乾燥調製施設の準備

 ③作業実施（発生～48時間以内）

【栽培管理時期の場合】

　・移植、播種作業の実施　

　・防除作業の実施

　・追肥作業の実施

【収穫時期の場合】

　・収穫作業の実施　

　・乾燥調整作業の実施

責任者：社長

Aさん

Bさん

専務

責任者：社長

社長、専務

社長

Aさん

Bさん

Bさん

社長、専務

社長

Aさん

Bさん

責任者：社長

Aさん

Bさん

Bさん

Aさん

Bさん

�����

���� ��������������� Bさん

���

������� Aさん

������� ������������ Bさん

��� ���� 専務

社長（専務） 専務（Aさん）

【初動対応フェーズ】（目安：緊急事態発生～24時間以内） 【事業継続フェーズ】（目安：初動対応完了後～）

○状況確認 ○重要業務継続の具体的方法

���� JAと被災時の出荷対応について協議済み

５．緊急時の体制

���������� ��������������

��

�������� クラウドを利用（PWは社長が管理）

����������� バックアップデータを社長自宅にて保管（バックアップ最終更新日2020/4/1）

��� 関係機関の連絡先や担当者を把握し、連絡担当者が携帯電話等に保管

��������
���� 収入保険、火災保険（Z損保）加入、保管中農産物補償共済

��� �� 保険証券保管は事務所金庫

��
���� ○○万円（X銀行）、○○万円（Y社売掛金）

��� ��

��

���������� 農業機械が使えなくなった場合レンタルで対応

�������� 種苗、肥料、農薬については常時1作分のストックがある状態にしておく

���

��

������ LINE ���� 社長より全員に安否確認連絡

���� ○○小学校

������ 地域の農業者とあらかじめ協力体制について話し合いをおこなう

���

���

４．事前対策の実施状況

�� ��

�� 出荷ができない 業者と事前に配送の代替ルートを調整

��� 農作物に被害が出る 可能なものに対して早期収穫を検討

���������� 灌水ができない 農業用のため池・井戸水・貯水タンク・雨水の使用

���� 取引先へ連絡がとれない 携帯電話で対応可能

�� 乾燥調製施設が使えない 自家発電機（事務所保管）の利用

�� 影響なし -

���� 栽培管理・収穫

������ 48時間以内

３．インフラ等の被害による重要業務への影響と対応（代替手段等）

�� �� ���������

2 取引先への米の出荷を行えるようにする（米の供給責任を果たす）

3 従業員の雇用を守る

２．重要業務と目標復旧時間

以下の業務の復旧を最優先とし、目標復旧時間内の復旧を目指す。

�������

����������
Friday, April 1, 2022

１．基本方針

緊急事態発生時には、以下の基本方針に則り対応する。

1 人命を守る

農業版事業継続計画書

������ Thursday, April 1, 2021
���������

�����������������
Thursday, April 15, 2021
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置賜地域における豪雨被害について

農林水産被害について（令和 5 年１月 18 日現在）

豪雨災害におけるJA共済支払状況

　

近
年
、
全
国
的
に
豪
雨

や
台
風
等
の
自
然
災
害

が
激
甚
化
・
頻
発
化
し
、

大
規
模
な
災
害
等
が
各

地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
８
月
３
日
に
は
、

置
賜
地
域
を
中
心
に
大

き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

県
内
で
発
生
し
た
水
害

と
し
て
は
過
去
最
大
規

模
と
な
り
ま
し
た
。
同
時

に
農
産
物
へ
甚
大
な
被

害
と
な
り
ま
し
た
。

豪
雨
災
害
が
起
因
と
な

る
置
賜
管
内
の
罹
災
請
求

は
、
住
宅
等
、
家
財
・
家
具

及
び
自
動
車
等
を
合
わ
せ

て
２
９
５
件
と
な
り
ま
し

た
。

　

特
に
、
飯
豊
町
と
川
西
町

を
合
わ
せ
て
置
賜
全
体
の

約
８
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

豪
雨
災
害
に
よ
り
お
支

払
い
し
た
共
済
金
は
、
次
の

通
り
で
す
。

特
集

Ⅱ

= 令和４年８月３日の豪雨被害を経て =

自然災害への 備 え

　

自
然
災
害
等
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
、
防

災
・
減
災
の
観
点
か
ら
備
え
て
お
く
べ

き
項
目
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

●自然災害等のリスクに備える
　ためのチェックリスト

※

画
像
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

※

画
像
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
各
チ
ェ

ッ
ク
項
目
に
、
ご
自
身
の
経
営

に
合
わ
せ
た
具
体
的
な
内
容
を

当
て
は
め
て
い
く
と
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

が
作
成
さ
れ
ま
す
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

上
手
く
機
能
さ
せ
る
た
め
、
少

な
く
と
も
年
に
１
回
は
見
直
し

を
行
い
、
備
え
が
十
分
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

●農業版BCP（事業継続計画書）

詳細は農林水産省HPにて確認ください。

自然災害等のリスクに備えるためのチェックリストと農業版BCP https://www.maff.go.jp/j/keiei/maff_bcp.html

自
然
災
害
等
の
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
に

　

出
典
「
自
然
災
害
等
の
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
農
業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
〈
農
林
水
産
省
〉

いつ起こるかわからない自然災害。できれば起きて欲しくないものですが、万が一のためにできる限り備えておきましょう。

　

農
業
経
営
に
お
け
る
自
然
災
害
リ
ス

ク
に
備
え
る
た
め
に
は
、
農
業
者
自
身

が
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
浸
水
想
定
区
域

の
確
認
等
を
通
じ
て
、
農
地
や
農
業
用

ハ
ウ
ス
、
畜
舎
、
農
業
機
械
な
ど
の
経

営
基
盤
が
抱
え
る
リ
ス
ク
を
把
握
し
、

正
し
く
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

農
林
水
産
省
で
は
、
令
和
３
年
１
月
に

「
自
然
災
害
等
の
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め

の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
と｢

農
業
版
Ｂ
Ｃ

Ｐ（
事
業
継
続
計
画
書
）
」
の
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
事
前
災
害
な
ど
の
緊
急
事

態
に
遭
遇
し
た
場
合
に
お
い
て
、
事
業
資

産
の
損
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
中
核
事

業
の
継
続
あ
る
い
は
早
期
復
旧
を
可
能
と

す
る
た
め
に
、
平
常
時
に
行
う
べ
き
活
動

や
緊
急
時
に
お
け
る
事
業
継
続
の
た
め
の

方
法
、
手
段
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
取
り
決

め
て
お
く
計
画
で
す
。

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
自
然
災
害
等

の
リ
ス
ク
に
対
し
て
、
防
災
・
減
災
の

観
点
か
ら
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
等
、
事
前
に
想
定
し

て
お
く
べ
き
事
項
に
つ
い
て
確
認
で
き

る
事
業
継
続
編
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で

農
業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
簡
易
に
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

検  索

 ８億118万4252円（211件）

支払共済金合計額

※令和５年２月22日に山形県より発表された内容です。

※被害額は百万円単位で四捨五入し表示しているため、合計と内訳が一致しない場合があります。

住宅等
家財・家具

   8,411万6,374円（84件）

　　　　　　（令和５年５月23日現在）
自動車等

区　　別

合　　計

被 災 数 被害額（百万円）

約 1,273

約    264

約 6,253

約 1,539

約 9,328

農作物等

施設

農地・農業用施設

森林関係

3,533.53ha

479 件

2,942 箇所

428 箇所



部
会
員
に
枝
管
理
方
法
を
指
導
す
る

熊
倉
係
長

デラウェアを手渡す渡部理事（右）と
受取る山口事務局長（中）、ランチョン
マットを持つ荒井地域福祉係長（左）

置賜家畜市場子牛せり
発育良好な子牛が上場

夏秋きゅうり収穫最盛期へ突入

子ども食堂へデラウェア提供
おきたま産デラウェアを子ども達へ

おきたまの話題・出来事に

スポットを当て

いち早くお伝えします。

おきたまの話題・出来事に

特集Ⅱ／トピックス5

　

当
Ｊ
Ａ
は
７
月
２
日
、
長
井
市
社
会

福
祉
協
議
会
「
虹
の
ひ
ろ
ば
・
子
ど
も

食
堂
」
へ
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」
２
．５
㌔
を

提
供
し
ま
し
た
。
贈
呈
式
で
は
、Ｊ
Ａ
の

渡
部
政
明
長
井
地
区
総
括
理
事
か
ら
、

「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
オ
リ

ジ
ナ
ル
「
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
」
が
長

井
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
山
口
和
則
事

務
局
長
と
荒
井
信
毅
地
域
福
祉
係
長
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
渡
部
理
事
は
「
子

ど
も
達
に
地
元
で
採
れ
た
お
い
し
い
農

産
物
を
沢
山
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

今
後
も
子
ど
も
食
堂
や
フ
ー
ド
バ
ン
ク

運
動
な
ど
応
援
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

せ
り
を
見
守
る
購
買
者

　

川
西
町
の
置
賜
家
畜
市
場
で
７

月
７
日
、
子
牛
の
せ
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
取
引
頭
数
は
１
９
８
頭

で
、
雌
・
去
勢
を
合
わ
せ
た
平
均

価
格
は
53

万
３
６
６
１
円
、
売
上

金
額
は
１
億
５
６
６
万
４
９
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。
雌
牛
の
最
高

価
格
は
前
回
価
格
を
大
き
く
上
回

る
１
０
６
万
４
０
０
円
（
前
回
対

比
33

％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
全

国
的
に
子
牛
価
格
が
下
落
す
る
状

況
の
な
か
、
子
牛
の
平
均
価
格
が

50

万
円
を
上
回
る
価
格
で
取
引
さ

れ
、
発
育
良
好
な
質
の
良
い
子
牛

が
市
場
に
上
場
さ
れ
ま
し
た
。

第１回シーダー研修会
地元食材で身体も心も元気に

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
は
７
月
７
日
、Ｊ

Ａ
南
陽
支
店
で
「
第
１
回
シ
ー

ダ
ー
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
に
築
野
食
品
工
業
㈱

東
京
営
業
所
の
大
塚
尚
子
さ
ん

を
迎
え
、
こ
め
油
の
生
成
方
法

や
身
体
へ
の
効
能
に
つ
い
て
学

ん
だ
後
、
こ
め
油
を
使
っ
た
料

理
３
品
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
地

元
の
食
材
を
使
用
し
て
サ
ラ
ダ

や
春
巻
き
な
ど
の
料
理
を
作
り
、

置
賜
産
の
農
産
物
の
お
い
し
さ

を
再
確
認
し
ま
し
た
。
女
性
部

員
か
ら
は
「
ナ
ス
や
ピ
ー
マ
ン

の
収
穫
が
始
ま
っ
た
の
で
、
天

ぷ
ら
や
炒
め
物
な
ど
沢
山
作
り

た
い
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

講
師
の
大
塚
さ
ん
（
左
）
の
話
し
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
調
理
を
す
る
部
員

　

Ｊ
Ａ「
き
ゅ
う
り
振
興
部
会
」
は

７
月
４
日
、
川
西
町
の
「
西
大
塚
き

ゅ
う
り
団
地
」
で
現
地
講
習
会
を
開

き
ま
し
た
。
㈱
タ
キ
イ
種
苗
東
北
支

店
の
熊
倉
康
治
係
長
を
講
師
に
迎

え
、
良
品
質
生
産
に
向
け
て
栽
培
管

理
全
般
や
キ
ュ
ウ
リ
の
品
種
「
Ｖ
シ

ュ
ー
ト
」
の
特
長
と
栽
培
方
法
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。「
Ｖ
シ
ュ
ー
ト
」

は
さ
ま
ざ
ま
な
病
害
に
対
し
て
耐
性

を
も
ち
、
長
期
間
安
定
し
た
収
量
を

確
保
で
き
る
品
種
で
、
栽
培
前
半
の

株
作
り
や
根
張
り
確
保
の
徹
底
な
ど

指
導
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
部
会

員
は
収
量
増
加
に
向
け
て
、
現
在
の

生
育
状
況
や
今
後
の
管
理
方
法
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

夏秋きゅうり現地講習会



　

当
Ｊ
Ａ
は
７
月
８
日
、
川
西
町

の
置
賜
農
業
高
等
学
校
で
ち
ゃ
ぐ

り
ん
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
第
２
回
授
業

を
開
き
、
農
業
機
械
の
試
乗
体
験
、

ピ
ザ
作
り
、
バ
タ
ー
作
り
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
や
除

雪
車
な
ど
の
特
殊
車
両
の
試
乗
体

験
、
ト
マ
ト
や
ピ
ー
マ
ン
、
マ
シ
ュ

マ
ロ
な
ど
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
ピ

ザ
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
牛
乳
で

作
っ
た
バ
タ
ー
に
児
童
た
ち
は
「
苦

手
な
野
菜
も
自
分
で
作
っ
た
ピ
ザ

で
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き

た
」「
牛
乳
か
ら
作
っ
た
バ
タ
ー
は

濃
厚
で
お
い
し
か
っ
た
」
な
ど
の

喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

さまざまな農業機械と販売コーナー

夏採り加工キャベツ出荷目ぞろえ会
夏採り加工キャベツの出荷始まる

ちゃぐりんキッズクラブ第２回授業
さまざまな体験授業に挑戦！

農機フェア開催

農機関連メーカー25社が展示

6JA山形おきたま

　

７
月
７
日
と
８
日
の
２
日
間
、Ｊ

Ａ
本
店
で
農
機
フ
ェ
ア
を
開
き
ま
し

た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
、

草
刈
機
な
ど
農
業
機
械
の
販
売
や
中

古
農
機
コ
ー
ナ
ー
の
他
、
縁
日
コ
ー

ナ
ー
や
か
き
氷
の
振
る
舞
い
、
米
沢

牛
や
旅
行
券
な
ど
豪
華
景
品
が
当
た

る
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
連
れ

の
来
場
者
も
見
ら
れ
ま
し
た
。Ｊ
Ａ

の
若
林
英
毅
組
合
長
は｢

多
く
の
企

業
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
制
限
解

除
後
４
年
ぶ
り
に
盛
大
に
開
催
で
き

た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
う
。
地
域

の
皆
さ
ん
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
開
催
の
挨
拶

を
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
加
工
キ
ャ
ベ
ツ
部
会

は
７
月
14
日
、
南
陽
市
の
広

域
集
出
荷
施
設
で
夏
採
り
加

工
キ
ャ
ベ
ツ
出
荷
目
ぞ
ろ
え

会
を
開
き
ま
し
た
。
収
穫
を

目
前
に
控
え
、
輸
送
時
の
振

動
損
傷
を
防
ぐ
た
め
、
雨
の

日
の
収
穫
を
避
け
る
な
ど
、

良
品
出
荷
の
た
め
の
収
穫
や

搬
入
方
法
な
ど
に
つ
い
て
Ｊ

Ａ
担
当
職
員
よ
り
説
明
さ
れ

ま
し
た
。Ｊ
Ａ
園
芸
課
の
小
形

繁
調
査
役
は
「
出
荷
規
格
を

守
っ
た
安
定
出
荷
に
よ
り
山

形
お
き
た
ま
産
キ
ャ
ベ
ツ
を

確
立
さ
せ
、
秋
冬
採
り
キ
ャ

ベ
ツ
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

出来立てのピザに喜ぶ児童ら

米沢牛銘柄推進協議会総会
米沢牛のブランド確立に向けて

米
沢
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
振
興
の
た
め
協
議
会

総
会
に
出
席
す
る
参
加
者

今
年
も
品
質
の
良
い
加
工
キ
ャ
ベ
ツ
が
出
揃
う

　

当
Ｊ
Ａ
や
管
内
市
町
、
米
沢
牛
振

興
部
会
な
ど
の
関
係
機
関
で
組
織
さ

れ
る
米
沢
牛
銘
柄
推
進
協
議
会
は
７

月
12
日
、Ｊ
Ａ
米
沢
支
店
で
第
32
回

通
常
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
総
会
で

は
、
第
64
回
米
沢
牛
枝
肉
共
進
会
の

取
引
分
よ
り
、
生
後
月
齢
を
１
ヵ
月

延
長
し
た
33
ヵ
月
（
１
０
０
４
日
）

と
定
義
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
改
め

て
確
認
し
ま
し
た
。
協
議
会
会
長
を

務
め
る
中
川
勝
米
沢
市
長
は
「
米
沢

牛
の
品
質
向
上
に
向
け
、
生
産
者
と

購
買
者
、
管
内
３
市
５
町
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
、
生
産
と
販
売
拡

大
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。



　

Ｊ
Ａ
枝
物
振
興
部
会
は
７
月
18

日
、
部
会
員
で
あ
る
米
沢
市
の
後

藤
仁
さ
ん
の
圃
場
（
ほ
じ
ょ
う
）

で
啓
翁
桜
現
地
講
習
会
を
開
き
ま

し
た
。
現
地
講
習
会
で
は
、
植
物

成
長
調
整
剤
「
バ
ウ
ン
テ
ィ
フ
ロ

ア
ブ
ル
」
の
新
梢
の
伸
長
抑
制
効

果
の
有
効
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

部
会
員
ら
は
植
物
成
長
調
整
剤
を

撒
布
し
た
圃
場
を
見
学
し
、
樹
の

状
態
や
新
梢
の
様
子
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
枝
物
振
興

部
会
の
横
山
聡
部
会
長
は
「
植
物

成
長
調
整
剤
を
有
効
に
活
用
し
農

繁
期
の
作
業
負
担
の
軽
減
に
つ
な

げ
、
高
品
質
な
啓
翁
桜
を
出
荷
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
出
荷
作
業
を
行
う
作
業
員

JA年金友の会第７回ワナゲ大会

ワナゲ大会で親睦を深める

啓翁桜現地講習会
花芽着生処理技術に意見交わす

夏秋採りアスパラガス出荷規格目ぞろえ会

夏秋採りアスパラガスの本格的な出荷に向けて

　

Ｊ
Ａ
管
内
で
７
月
下
旬
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
本
格
的
な
出
荷

を
迎
え
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
飯
豊
ア
ス

パ
ラ
選
果
場
で
７
月
18

日
、
生

産
者
が
見
守
る
中
、
現
物
を
機

械
に
通
し
な
が
ら
セ
ン
サ
ー
の

感
度
の
微
調
整
を
行
い
、
作
業

員
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
選
果
作

業
に
励
み
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
振
興
部
会
は
同
日
、
目

ぞ
ろ
え
会
を
開
き
、
夏
秋
採
り

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
本
格
的
な
出

荷
に
向
け
て
、
参
加
者
は
現
物

を
手
に
取
り
な
が
ら
品
質
や
階

級
の
区
分
な
ど
に
つ
い
て
確
認

し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会
は
７
月
19

日
、
南
陽
市
民
体
育
館
で
「
Ｊ

Ａ
年
金
友
の
会
第
７
回
ワ
ナ
ゲ

大
会
」
を
開
き
、
８
地
区
約
１

８
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
大

会
委
員
長
の
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会

連
絡
協
議
会
の
遠
藤
進
会
長

は
、「
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会
の
目

的
は
会
員
同
士
が
交
流
し
、
親

睦
を
深
め
る
こ
と
に
尽
き
る
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、

選
手
た
ち
が
狙
い
を
定
め
て

「
輪
」
を
投
げ
る
と
「
よ
し
入

っ
た
！
」「
あ
〜
惜
し
い
」
な

ど
と
参
加
者
か
ら
声
が
上
が

り
、
活
気
溢
れ
る
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

植物成長調整剤を使用した啓翁桜を見学し意見を

交わす部会員ら

JA川西地区女性部パークゴルフ大会
汗を流して笑顔で元気に

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
参
加
し
た

川
西
地
区
女
性
部
員

輪
投
げ
を
楽
し
む
参
加
者

　

Ｊ
Ａ
川
西
地
区
女
性
部
は
７
月

18

日
、
川
西
ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
で
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」

を
開
き
、
20

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
川
西
支
店
経
済
職
員
も

参
加
し
、
女
性
部
員
と
の
交
流
を

図
り
ま
し
た
。
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
コ
ー
ス
を
回
り
、
爽
や
か
な
汗

を
流
し
ま
し
た
。
寒
河
江
美
佐
子

部
長
は
「
交
流
の
場
と
し
て
活
用

し
、
是
非
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス

内
で
は
、
惜
し
く
も
カ
ッ
プ
イ
ン

を
逃
が
す
と
参
加
者
か
ら
「
悔
し

い
」「
あ
と
も
う
少
し
」
な
ど
声

が
上
が
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

トピックス7



旬
の
野
菜
に
笑
顔
を
浮
か
べ
る
利
用
者

園地に実るシャインマスカット

飯豊地区女性部「防災研修会」
地域で助け合う防災について学ぶ

旬の野菜をお届け

大粒ぶどう倶楽部園地巡回
高品質出荷に向けて

　

Ｊ
Ａ「
大
粒
ぶ
ど
う
倶
楽
部
」

は
７
月
19
日
、
高
畠
町
屋
代
地

区
の
部
員
の
圃
場
（
ほ
じ
ょ
う
）

計
６
カ
所
を
巡
回
し
、
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
生
育
状
況
や

か
ん
水
・
防
除
方
法
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
た
。
現
在
の
置
賜

産
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
生

育
状
況
は
、
果
粒
肥
大
に
や
や

ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
生
育

は
順
調
、
今
後
は
摘
果
と
新
梢

管
理
を
行
い
な
が
ら
、
良
品
生

産
と
適
正
出
荷
を
目
指
し
ま
す
。

部
員
か
ら
は
「
実
際
に
園
地
の

状
況
を
見
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
聞
く
こ
と
が
出
来
て
、
今
後

の
自
分
の
技
術
向
上
に
大
い
に

役
立
つ
と
感
じ
た
」
と
話
し
ま

し
た
。

講
義
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
る
女
性
部
員

　

Ｊ
Ａ
飯
豊
地
区
女
性
部
は
７
月
25

日
、
飯
豊
町
の
東
部
公
民
館
で
「
防

災
研
修
会
」
を
開
き
、
約
40
人
の
部

員
が
参
加
し
ま
し
た
。
飯
豊
町
は
昨

年
８
月
３
日
に
発
生
し
た
豪
雨
で
、

県
内
で
も
特
に
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。Ｊ
Ａ
飯
豊
地
区
女
性
部
の

手
塚
民
子
部
長
は
、「
今
年
に
入
っ

て
も
全
国
各
地
で
豪
雨
被
害
が
多
発

し
て
い
る
。
い
つ
ど
こ
で
災
害
が
起

こ
っ
て
も
お
か
し
く
無
い
状
況
で
あ

る
。
昨
年
の
被
災
経
験
や
教
訓
を
活

か
し
、
日
頃
の
備
え
に
役
立
て
て
欲

し
い
」
と
参
加
者
へ
呼
び
掛
け
ま
し

た
。
参
加
し
た
部
員
は
日
常
か
ら
地

域
で
の
助
け
合
い
と
備
え
る
こ
と
の

重
要
性
に
つ
い
て
再
認
識
し
ま
し

た
。

第44回米沢牛枝肉共励会
コロナ禍収束し活気ある市場へ

　

米
沢
牛
銘
柄
推

進
協
議
会
は
７
月

27
日
、
米
沢
食
肉

公
社
で
、
第
44
回

米
沢
牛
枝
肉
共
励

会
を
開
き
ま
し

た
。
75
頭
が
上
場

さ
れ
、
１
㌔
当
た

り
の
平
均
単
価
は

３
４
０
０
円
、
１

頭
当
た
り
の
平
均

価
格
は
１
６
３
万
８
２
７
６
円
、
販
売
額
は
１
億
２
２
８
７
万

７
３
２
円
と
高
値
取
引
と
な
り
ま
し
た
。
米
沢
牛
銘
柄
推
進
協

議
会
会
長
の
中
川
勝
米
沢
市
長
は
「
米
沢
牛
は
生
産
者
の
技
術

向
上
や
購
買
者
の
販
売
努
力
に
よ
り
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
多
く
の
方
々
に
米
沢
牛
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、
活
発

な
取
引
を
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

最優秀賞牛を確認する購買者

　

Ｊ
Ａ
の
有
志
の
職
員
が
７
月
24
日
、

運
営
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
愛
遊
」
と
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

「
愛
の
郷
」
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
長
ナ

ス
、
丸
ナ
ス
な
ど
の
夏
野
菜
を
贈
り
ま

し
た
。
こ
の
活
動
は
「
Ｊ
Ａ
ら
し
い
福

祉
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
入
居
者
に
旬

の
お
い
し
い
野
菜
を
食
べ
て
も
ら
い
た

い
」
と
考
え
た
職
員
に
よ
っ
て
始
め
ら

れ
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
届
け

ら
れ
た
野
菜
は
Ｊ
Ａ
福
祉
担
当
者
が
調

理
し
、
翌
日｢

ナ
ス
田
楽｣

に
し
て
40
人

に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
利
用
者
か
ら

は
、｢

立
派
な
野
菜
を
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
て
嬉
し
い｣

な
ど
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

JA福祉施設へ夏野菜を贈る

8JA山形おきたま



に
年
青
業
農
手
若

は
多
い
で
す
が
、
収

穫
す
る
ま
で
の
苦
労

が
あ
る
分
、
米
を
収

穫
出
来
た
時
の
達
成

感
は
農
業
の
魅
力
の

一
つ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　

青
年
部

に
加
入
し
た
き
っ
か

け
や
取
り
組
ん
で
み

た
い
こ
と
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

青
年
部
に
は
祖
父
の
知
り
合

い
や
青
年
部
の
先
輩
に
誘
っ
て
い
た
だ
き

加
入
し
ま
し
た
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
青
年
部
と
し
て
大
き
な

活
動
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
年
は
少
し
ず
つ
盟
友
の
方
々
と
交
流
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
農
業
に
関
す
る

知
識
や
技
術
を
学
ぶ
こ
と
は
勿
論
の
こ

と
、
青
年
部
の
活
動
を
通
じ
て
親
睦
を
深

め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

仕
事
へ
の
こ
だ
わ
り
や
気
を

つ
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
　
　

現
在
は
、
お
い
し
い
米
を
消

費
者
の
方
々
に
届
け
る
こ
と
を
第
一
に
考

え
て
い
ま
す
。
祖
父
が
培
っ
て
き
た
米
作

り
を
引
き
継
ぎ
、
品
質
を
落
と
さ
な
い
よ

う
技
術
を
身
に
つ
け
、
皆
さ
ん
に
安
心
し

て
食
べ
て
い
た
だ
け
る
米
を
作
る
こ
と
に

日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
農
機

で
作
業
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
事
故
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
操
作
す
る
時
は
周
り
を

よ
く
確
認
し
て
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

今
後
の
目
標
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
【
聞
き
手
】
小
国
地
区
青
年
部
事
務
局
　
　

髙
橋
　
　
聡

い とう かん た

　
　
　
　
　

始
め
に
仕
事
の
概
況
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

米
を
約
13

㌶
作
付
け
し
て
お

り
、「
つ
や
姫
」
を
中
心
に
「
は
え
ぬ
き
」、

「
雪
若
丸
」
が
主
な
品
目
で
す
。
現
在
は

祖
父
の
後
を
継
ぎ
、
家
族
と
共
に
米
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

就
農
を
し
た
の
は
い
つ
で
す

か
。
ま
た
、
就
農
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ

か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
い
う
明

確
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
種
ま
き
や

苗
を
運
ぶ
な
ど
祖
父
の
仕
事
を
手
伝
っ
て

い
る
内
に
、
少
し
ず
つ
覚
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
18

歳
の
頃
に
は
仕
事
を
任
せ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
祖
父
の
助
け

を
借
り
な
が
ら
米
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

農
業
を
し
て
い
て
大
変
だ
っ

た
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

米
作
り
全
て
が
大
変
で
す
。

時
期
に
よ
っ
て
作
業
量
は
異
な
り
ま
す

が
、
田
植
え
の
時
期
は
特
に
大
変
で
す
。

天
候
や
苗
の
様
子
を
確
認
し
、
水
の
管
理

や
害
虫
対
策
を
行
う
な
ど
、
や
る
べ
き
事

が
多
い
た
め
苦
労
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
作
業
は
長
時
間
働
く
た
め
体
力
的
に
も

大
変
な
部
分
は
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

農
業
を
し
て
い
て
良
か
っ
た

こ
と
や
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。

　
　
　
　
　

稲
刈
り
を
す
る
時
が
農
業
し

て
い
て
嬉
し
い
瞬
間
で
す
ね
。
田
植
え
作

業
や
田
ん
ぼ
の
管
理
な
ど
、
よ
り
良
い
米

を
多
く
作
る
た
め
に
試
行
錯
誤
す
る
こ
と

　
　
　
　
　

今
後
も
継
続
し
て
農
業
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
安
定
し
た
収
量
を

確
保
す
る
こ
と
で
す
。
農
業
は
天
候
や
需

要
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
安
定
し
た
収
量
を
得
る
こ
と
は
難
し

い
で
す
が
、
家
族
や
農
家
の
先
輩
方
、Ｊ

Ａ
と
協
力
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
趣
味

や
休
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
す

か
。

　
　
　
　
　

休
日
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
見

て
過
ご
す
こ
と
が
多
い
で
す
。
冬
の
時
期

は
ス
キ
ー
場
に
行
き
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を

し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

最
後
に
読
者
の
皆
さ
ん
へ

「
ひ
と
言
」
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
と
こ
ろ
も

多
い
で
す
が
、
一
歩
ず
つ
成
長
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

伊
藤
さ
ん

事

務

局

伊  藤  勘  汰さん

平成14年９月２日生まれ（20歳）

小国地区青年部

トピックス／青年部9
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高畠地区女性部
森谷　美智子部  長 53名部員数

高
畠
町
役
場
職
員
の
方
が

出
前
講
座
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

軽
運
動
で
美
し
さ
が
さ
ら
に
Ｕ
Ｐ
！

年
末
年
始
に
む
け
家
族
や

来
客
に
も
大
変
喜
ば
れ
ま
す
。

冬の農閑期
を利用して

おいしく仕
込みます。

健康教室（糠
野目班）

研修先では
漬物を作る

時のコツを

教わり大変
有意義な旅

行でした。

　高畠地区女性部は、地域住民とのつながりを大事にし

ながら、先進的な活動を積極的に行ってきました。これ

まで町内の福祉施設周辺の清掃活動や制作した清拭

布を寄贈したり、県内でもいち早く地元高校生と

タイアップし、エコライフ運動に取り組ん

だ「緑のカーテン運動」や防災活動

を実施しました。　

庄内方面へ研修旅行（屋代班）

「味噌づくり
」研修（亀岡班

）

「漬物づくり
」研修（高畠班

）

　昨年の11月には「こころの健康づくり講座」と題

し、身近な人たちの危機を早く察知し、適切な対応

ができるよう「心のサポーター」養成講座を開催し

ました。今後、ゲートキーパーとして女性ならでは

の気づきやコミュニケーション能力を生かし「大切

な人を適切にサポートしたい」と考えています。

　また、昨年から女性部員の研修旅行も少しずつ再

開し、農作業のちょっとした合間の楽しみも増えて

きました。研修先でのおいしい食事、買い物などの

楽しみはもちろん、旅先でのおしゃべりから今後の

女性部活動のヒントや希望が生まれることもあり、

親睦が更に深まりました。

　主に冬期間には、味噌づくりや漬物、焼き肉のた

れづくりなど「伝統食の研修会」も各班で開催し、有

意義な交流とレシピ交換を行っています。

　これからも、おきたま女性部や地域との連携を深

め、楽しみながら「わたしたちの高畠地区女性部の活

動」を充実させていきます。

10JA山形おきたま



女性部／営農情報11

～秋の収穫に向けて～水 稲

営 農 お 役 だ ち 情 報

クサネムの実クサネムの実
クサネムクサネム

草丈、出穂の時期が違う草丈、出穂の時期が違う玄米に赤い玄米が混じっている玄米に赤い玄米が混じっている

まもなく「栽培管理記録簿・栽培暦」【記録簿】の提出日です。

◎最後まで登熟を促す水管理を！

◎クサネムの混入防止に努めましょう。

◎雑草イネの発生に注意ください！

穂をさわると籾がポロポロ落ちる、玄米に赤米が混じる場

合には、雑草イネの可能性があり、すぐに対策しないと

圃場に蔓延します。

◎つや姫生産者のみなさまへ…11月の提出にむけて、栽培チェックリストを整理しましょう。

栽培管理記録簿提出日９月８日㈮まで
農業生産工程管理（GAP）チェックシート10月27日㈮まで 各支店へ提出ください

雑草イネの疑いがある場合には最寄りのJA（経済担当）へ

ご相談ください。

令和６年産｢つや姫｣生産者、｢雪若丸｣生産組織の募集について

出穂後30日頃までは、間断かん水や飽水管理を行い根

の活力を維持しましょう。

また、フェーンや一時的な高温が予測される場合は湛

水管理で稲体を保護しましょう。

クサネムの実は収穫・乾燥・調製の段階では取り除くこと

が困難で、クレームの原因となっています。

刈取り時にコンバインが雑草を巻き込まないよう収穫

前に圃場を巡回し、見つけたら抜き取りましょう。

◆｢つや姫｣｢雪若丸｣とも、基本要件・面積要件・栽培要件があります。
◆令和５年産で認定・登録されている方（組織）も申請が必要です。
◆申請書は、各市町、JA、各農業技術普及課にあります。

なお、審査の結果、申請された面積が認定されない、もしくは応じられない場合もありますので、予めご容赦ください。
募集期間は各支店よりお知らせいたします。詳しくは、最寄りの各支店・経済担当までお問い合わせください。

令和６年産米作付けに向け

募集を開始しました。

◎圃場を観察し、刈取り時期の判断を！

刈取り時期は、出穂後の積算気温を目安に以下の点を

確認して総合的な判断が必要です。

①青籾歩合（15～20％）、②枝梗の黄化（2/3以上）、

③籾水分（25％以下）

◎収穫機・乾燥機の事前点検に
　入りましょう。

玄米にゴミ等が混入しないよう作業機械を丁寧に掃除

しましょう。また収穫期では品種切り替え時も丁寧に

掃除しましょう。 
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野菜栽培管理

１. 秋野菜の適期播種と管理

①秋野菜の播種晩限は大根・青菜が９月10日ごろであ

　り、適期播種に努めましょう。

②大根の間引きは生育を揃えるため、生育に応じて行

いましょう。一本立ての目安は、本葉６～７枚ごろ

とします。また、間引きごとに根元に軽く土寄せし

ましょう。

２. 夏秋野菜等の管理

①キュウリ、ナスなどは草勢が低下してくるため、古

　葉・病害葉・奇形幼果を摘除し、窒素成分で10ａ当 

　たり２～３kgの追肥を行い、草勢の回復を図り良品

　生産に努めましょう。

②ネギは、目標の軟白長が確保できるようになったら、

　最終の土寄せをしっかり行いましょう。軟白に要す

　る日数は時期により異なり、９月下旬～10月中旬収

　穫で約20 ～ 30日、11月以降収穫で約 40日以上が

　目安です。

③枝豆は、収穫後鮮度の低下が早い作物のため、気温

　の低い時間帯に収穫しましょう。脱莢などの出荷調

　整作業は涼しい場所で手際良く行い、予冷庫に保管

　し品質保持に努めましょう。

④局地的な豪雨による湿害対策をお願いします。明き

　ょなどを再点検して停滞水がないようにします。停

　滞水を発見した場合は、速やかにポンプなどを活用

　し排水しましょう。

⑤アスパラガスの９～11月は貯蔵根への養分転流が

　進む時期です。萌芽が止まってからも養分の蓄積や

　翌年の芽の充実が進みますので、土壌が乾燥しない

　ようかん水を継続しましょう。

⑥秋は、アスパラガスに斑点病が発生しやすい時期で

　す。降雨による多湿と過繁茂により発生しやすいの

　で、下枝の整理を行い、通風を良くし、薬剤散布の

　効果を高めるようにしましょう。

⑦茎葉が少しでも緑色のうちは養分蓄積が進んでいる

　ので、アスパラガスの茎葉刈取りは完全に黄化して

　から行いましょう。

　今後は品質のよい果実を生産するために防除

などの管理を徹底してください。

　リンゴについては収穫期を迎える「早生種」、

｢中生種｣の着色管理をやや早めに行い、適期収

穫を心がけてください。

　ラ・フランスは、収穫まで２ヶ月余りとなり、

防除の徹底と台風対策としての支柱立てや枝つ

りを徹底してください。また、輪紋病・シンク

イムシ対策のため、防除を徹底してください。

　今後は品質のよい果実を生産するために防除

などの管理を徹底してください。

　リンゴについては収穫期を迎える「早生種」、

｢中生種｣の着色管理をやや早めに行い、適期収

穫を心がけてください。

　ラ・フランスは、収穫まで２ヶ月余りとなり、

防除の徹底と台風対策としての支柱立てや枝つ

りを徹底してください。また、輪紋病・シンク

イムシ対策のため、防除を徹底してください。

　今後は品質のよい果実を生産するために防除

などの管理を徹底してください。

　リンゴについては収穫期を迎える「早生種」、

｢中生種｣の着色管理をやや早めに行い、適期収

穫を心がけてください。

　ラ・フランスは、収穫まで２ヶ月余りとなり、

防除の徹底と台風対策としての支柱立てや枝つ

りを徹底してください。また、輪紋病・シンク

イムシ対策のため、防除を徹底してください。

　気温が低下してくる時期なので、秋野菜では天候に

配慮しながら適期作業を進め生育量の確保に努めまし

ょう。ハウス栽培では、多湿に伴う病害の発生が多く

なるので、適期防除に努めましょう。長雨や台風に備え、

排水対策やハウスの補強、防風ネットの設置などを徹

底しましょう。

　今後９月は、来年の花芽充実に向けて、貯蔵養分が

蓄えられる大切な時期です。

　基肥のねらいは、樹体の生育が活発な時期に、いか

に多くの養分を翌年に向けて蓄えさせるかが重要です。

新梢の長さ・太さ・本数から樹勢を適正に判断して施

肥量を決めてください。

　施肥時期については、葉が健全で光合成能力が高い

うちに施用し、サクランボは９月上旬、ブドウは９月

中に終了してください。

完熟した堆肥の投入もこの時期に行い、保肥力、保水

力、透水性、保水性、排水性などの改善に努めましょう。

　また、土壌分析に基づく施肥改善や堆肥等を活用し

た化学肥料の節減などの対策を実施し、コスト削減を

図りましょう。

果 樹
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自動車共済お見積
キャンペーン
自動車共済お見積
キャンペーン

2023年７月１日（土）～

2023年９月30日（土）

2023年７月１日（土）～

2023年９月30日（土）

実施中実施中

実施
期間

現在、ご加入の自動車保険を見直してみませんか？

＝お問い合わせはお近くのJAへ＝

お見積りいただいた方・ご契約いただいた方へお見積りいただいた方・ご契約いただいた方へ

※イメージです。※イメージです。

地区独自のすてきなプレゼントを
準備してお待ちしております。

地区独自のすてきなプレゼントを
準備してお待ちしております。

ご来店お待ちして

おります

【全体運】用事が山積みでため息
が出がち。ただ、思っているより
も動けます。効率良く動いてあな
たの実力をアピール
【健康運】スキンケアに力を入れ
て。無理な減量は禁物
【幸運の食べ物】エリンギ

【全体運】好調運。心配事は取り
越し苦労に終わりそう。抱え込ま
ず人に話すと楽になります。買い
物は計画性を発揮して◎
【健康運】胃腸を大切に。消化の
いい食事を心がけて
【幸運の食べ物】シシトウ

【全体運】調子に乗り過ぎてしま
ったと思うことが。何でも 1人で
やろうとせず協力し合う方向で検
討してみて。金運は良好
【健康運】適度な運動でパワーア
ップ !　筋トレもお勧め
【幸運の食べ物】ジャガイモ

【全体運】友人や知人との会話が
楽しいときです。近場の人気スポ
ットを調べて足を延ばして。いつ
もと少し違う日常にツキ
【健康運】けがややけどに気を付
けて。ホットミルクが吉
【幸運の食べ物】タイ

【全体運】贈り物運あり。欲しい
物をもらえたりしそう。贈るのも
お勧め。すてきな買い物ができる
でしょう。旅行の計画も◎
【健康運】口コミの良い健康法を
試して。あなたに合っていそう
【幸運の食べ物】マツタケ

【全体運】勢いがあり計画推進の
チャンスです。強気でいきましょ
う。人に頼るより自力でいった方
が満足のいく結果に
【健康運】外出後はうがいを。喉
の痛みを甘く見ないで
【幸運の食べ物】栗

【全体運】上昇運です。少し気が
せくかもしれませんが後半を待っ
た方がうまくいきやすいとき。前
半は準備に力を入れて
【健康運】頑張り過ぎて疲労をた
めがち。休憩を入れて
【幸運の食べ物】エノキタケ

【全体運】イライラすることが多
そうですが改善へと向かう過程で
す。原因を調べて対処しましょう。
協力者が現れる予感
【健康運】規則正しい生活を心が
けて。お酒はほどほどに
【幸運の食べ物】アスパラガス

【全体運】責任ある役回りを引き
受けて。大変でもやりがいがあり、
人望を得られます。目標は大きく
持って。買い物に吉
【健康運】目の疲れからくる肩凝
りや首の痛みに気を付けて
【幸運の食べ物】リンゴ

【全体運】好調運です。ラッキー
が舞い込む予感。ピンチに思える
こともより活躍するためのきっか
けです。前向きに捉えて
【健康運】腰痛、関節痛は早めに
ケアを。サポーターが吉
【幸運の食べ物】カボチャ

【全体運】見られていることを意
識して行動を。注目を力に変えら
れます。相談は年上の人にすると
吉。行動はスピーディーに
【健康運】筋トレやシェイプアッ
プに力を入れて。効果大
【幸運の食べ物】ブドウ

【全体運】コミュニケーションが
活性化。情報がたくさん入ってき
ます。頼られても引き受け過ぎな
いで。取捨選択が大事
【健康運】下半身の冷えに注意。
トイレは早めに行きましょう
【幸運の食べ物】オクラ

牡羊座 牡牛座 双子座 蟹座

獅子座 乙女座 天秤座 蠍座

射手座 山羊座 水瓶座 魚座

占い師 モナ・カサンドラ

3/21～ 4/19 4/20～ 5/20 5/21～ 6/21 6/22～ 7/22

7/23～ 8/22 8/23～ 9/22 9/23～ 10/23 10/24～ 11/22

11/23～ 12/21 12/22～ 1/19 1/20～ 2/18 2/19～ 3/20

あなた の 運勢 ９月



◆ 材料のマークについて

＝大さじ　

＝小さじ

枝豆入りそぼろ肉豆腐

　置賜地域の枝豆は、香りが高く全国でも大変評価の高いブランド品です。未成熟の大豆であ

る枝豆は、豆と野菜の両方の栄養的利点があります。なかでも栄養成分が多い「葉酸」はビタミ

ン B群に分類されており、葉酸が不足すると動脈硬化や脳卒中、心筋梗塞、認知症、うつ病、貧

血など様々な病気の発症リスクが高まることが報告されています。今月は枝豆の「葉酸たっぷ

りレシピ」を紹介します。

作り方

①茹でた枝豆の両端をハサミで切る。魚肉ソーセージは

２cm程度の長さに切っておく。

②にんにくは皮をむき薄切りにする。フライパンにオ

リーブオイルとにんにくを入れ弱火にかけ香りを出

す。魚肉ソーセージを加え中火にし、焼き色がついた

ら枝豆をいれ時々混ぜながら1分程度炒める。

③器に②を盛り付ける。（塩味が足りない場合、枝豆の

みに塩をひとつまみふってください）好みで粗びきこ

しょうをふる。

作り方

①フライパンに、こめ油とにんにくを入れて混ぜ、中火に

かける。にんにくの香りが立ったら、豚ひき肉を加えて

パラパラになるまで炒めⒶの煮汁を注ぐ。

②①が煮立ったら豆腐をパックからスプーンでひと口大

にすくって加え、枝豆と長ネギを加え煮る。

③ふたをして5分ほど煮て弱火にし、よく混ぜた水溶き片

栗粉を入れて混ぜ、ひと煮立ちさせてとろみをつける。

下準備・・・・・・

茹でた枝豆は、さやから豆を取り出しておきましょう。

豆腐は直にパックからすくって

煮汁に入れる。手軽に15分程でで

きあがり。タンパク質も摂取でき、

暑い夏も身体を冷やしません。

ご飯にかけても、冷たい麺にかけてもおいし

く召し上がれます。

材　料（３人分）

茹で枝豆　　　　200g（さや付き）

魚肉ソーセージ　２本（140g）

にんにく　　　　１かけ

オリーブオイル　　　１強

塩（味付け用）　好みでひとつまみ　

粗びきこしょう　好みで少々

14JA山形おきたま

枝豆と魚肉ソーセージの
ガーリック炒め

POINT

POINT

あらかじめ枝豆は硬めに茹でましょう。ガーリッ

クオイルの風味と魚肉ソーセージの塩味を生かす

ため、炒めるときに塩はあまり入れないようにし

ましょう。

材　料（２人分）

茹で枝豆　　　　　100g（さや付き）

豚ひき肉　　　　　100g

木綿豆腐　　　　　1/2丁

長ネギみじん切り　1/2本

おろしにんにく　　　　1/2

こめ油　　　　　　　　1

　　水　　　　　　　 １カップ

　　鶏がらスープの素　　　１

　　しょうゆ　　　　　　　２

　　砂糖　　　　　　　　　１

水溶き片栗粉　片栗粉　　　２　

　　　　　　　　水　　　　１

Ⓐ

日本人の葉酸摂取推奨量 成人 1 日当たり 240 ㎍　枝豆（さやあり、茹で）100g で 130 ㎍摂取できます。1㎍=1mgの1,000分の1

葉酸は“みどり色野菜”に多く含ま

れています。収穫から時間が経つと

他のビタミン同様に葉酸の量も減り

ます。保存するときは、新聞紙に包ん

で光を遮断し、なるべく早く使い切ること

が大切です。

豆知識豆知識
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★クオカード（10名）

正解者に抽選でプレゼント

★シャインマスカット（２名）

★クオカード（10名）

★米 沢 牛（２名）

８月号当選者８月号の正解は

Ａ 　 Ｂ 　 Ｃ 　 Ｄ 　 E

サ ー フ イ ン
でした

タテのカギ

  ヨコのカギ

※当選者ならびに手紙・イラストなど掲載時の住所、氏名の紹介について、ご了承のうえご応募ください。
　なお、応募ハガキの個人情報は、当ＪＡの事業運営に関すること以外の目的には使用しません。

川 西 町 白 鷹 町

 

クロスワードを解いて、Ａ→Dの二重ワク
の文字を順に並べてできた言葉が答えです。

官製はがきなどにクイズの答え・郵便番号・

住所・氏名・年齢・電話番号・本誌やJAに

関するご意見・ご感想を必ずご記入の上、

 

ＪＡ山形おきたま総務課宛にお送りください。

応募方法

ヒント 天ぷらや浅漬けにして

食べるとおいしいです。

締め切り  ８月31日（木）必着

十五夜に飾る植物

帰り道のこと

葉はコアラの餌になります

2の 3――は 6

必要以上に子どもを甘やかすこと

羹（あつもの）に懲りて――を吹く

発車――の新幹線になんとか乗り込んだ

奈良や和歌山がある地域

漢字で書くと竜胆。青紫色の花を咲かせます

台風――、よく晴れたね

吉永小百合さんの場合はサユリスト

ml、mgの「m」

お金を借りると付くことも

❶

❷

❸

❹

❺

❽

10

12

13

14

16

18

20

ボンベを担いで――ダイビングを楽しんだ

アンダー――の左腕投手

収穫期の田んぼで金色に輝きます

陶磁器はこの中で焼き上げられます

――に敬老の日のプレゼントをもらった

「ギィー、チョン」と鳴く虫

陽（よう）の反対語

汁物をよそう食器の 1つ

十五夜に楽しむもの

ピラフにホワイトソースをかけて焼いたもの

父と母のこと

❶

❻

❼

❾

11

12

14

15

17

19

21

寒河江　美希様

齋 藤　友 子 様

井 上　典 子 様

菊地　きみ子様

山 田　想 子 様

大 亀　洋 子 様

佐 藤　栄 子 様

吉 田　紀 子 様

平　　柚 羽 様

宇津木　達男様

米 沢 市

高 畠 町

高 畠 町

南 陽 市

南 陽 市

川 西 町

長 井 市

長 井 市

白 鷹 町

飯 豊 町

吉 田　秀 子 様金 子　颯 介 様
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令
和
５
年
度
第
１
四
半
期
事

業
実
績
の
検
討
に
つ
い
て

利
益
相
反
取
引
の
承
認
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
夏
季
組
合
員
座

談
会
に
つ
い
て

協
同
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
㈱
に
お
け

る
取
締
役
の
選
任
に
つ
い
て

米
沢
第
２
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
か
か
る
荷
受
計

量
機
お
よ
び
再
脱
穀
機
の
更

新
工
事
に
つ
い
て

飯
豊
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
か
か
る
昇
降
機
お
よ
び
搬
送
部

品
の
更
新
工
事
に
つ
い
て

農
産
物
検
査
業
務
規
程
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

令
和
４
事
業
年
度
業
務
及
び

財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明

書
類
（
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

誌
）
の
縦
覧
等
に
か
か
る
対

応
に
つ
い
て

営
農
継
続
に
か
か
る
生
産
者
特

別
支
援
要
領
の
設
定
に
つ
い
て

東
部
配
送
セ
ン
タ
ー
北
側
用
地

に
か
か
る
造
成
工
事
に
つ
い
て

不
稼
動
・
遊
休
施
設
に
か
か
る

有
効
利
活
用
の
検
討
に
つ
い
て

出
資
金
減
口
の
承
認
に
つ
い
て

〈
役
員
会
だ
よ
り
〉
左
記
の
事
項
を
協
議
し
ま
し
た
。

◎
理
事
会
の
報
告

第
２
回
理
事
会

開
催
日
／
７

月
31

日（
月
）　

場

所
／
本

店

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

第
６
号
議
案

第
７
号
議
案

第
８
号
議
案

第
９
号
議
案

第
10

号
議
案

第
11

号
議
案

第
12

号
議
案

【
協
議
事
項
】

第
１
四
半
期
監
事
監
査
結
果

（
中
間
）に
つ
い
て

常
勤
理
事
と
監
事
の
意
見
交

換
会
の
開
催
に
つ
い
て

西
部
配
送
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に

お
け
る
転
落
事
故
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
体
制
整
備
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
報
告
に
関
す
る
監

事
意
見
に
つ
い
て

み
の
り
監
査
法
人
の
令
和
５
年
度

監
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

◎
監
事
会
の
報
告

第
５
回
監
事
会

開
催
日
／
７

月
31

日（
月
）　

場

所
／
本

店

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

【
協
議
事
項
】

９
月
の
無
料
税
務
相
談

　

当
Ｊ
Ａ
は
、
税
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
無
料

で
承
っ
て
い
ま
す
。
相
談
ご
希
望
の
方
は
、
予
約
制
で

す
の
で
次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

▼
開
催
日
時
・
場
所

▼
相
談
税
理
士

仁
科
孝
先
生

９

月
20

日（
水
）  

午
前
10

時
〜
午
後
３
時

本
店
（
川
西
）
☎
46

―
３
１
１
２

９
月
の
無
料
法
律
相
談

　

当
Ｊ
Ａ
は
、
無
料
で
法
律
相
談
を
承
っ
て
い
ま
す
。
相
談

ご
希
望
の
方
は
、
各
支
店
・
出
張
所
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

▼
開
催
日
時
・
場
所

▼
相
談
弁
護
士

倉
岡
憲
雄
先
生

▼
相
談
内
容  

交
通
事
故
、相
続
な
ど

９

月
27

日（
水
）  

午
後
３

時
〜
午
後
５
時

本
店
（
川
西
）

　近年の原油、飼料、農業生産資材の価格高騰に伴い、農業分野では価格転嫁が

非常に困難な状況にあり、農業経営に影響（減収等）を受けている生産者の経営

継続を支援し、「おきたま農業」の振興・維持へ繋げる一助としてJA山形おきた

ま（以下、JA）独自での生産者支援を行います。

　令和４年度の剰余金処分にて積み立てた「営農継続生産者支援特別積立金」

150,000千円を財源とします。

　農業経営に影響（減収等）を受け、かつ継続的に当JAへ販売を行っている生産

者とします。なお、原則、令和５年以降も農業を継続し、当JAへの販売が見込ま

れる生産者とします。

JAへの農畜産物の販売手数料基準　【対象期間：令和４年１月～12月】

令和５年９月22日（予定）に口座振込にて給付します。

（口座振込にかかる文書は、令和５年９月のふれあいデーにて配付します）

目　　　的

方　　　法

支援対象者

支 援 基 準

支 援 財 源

営農継続にかかる 生 産 者 特 別 支 援
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